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RX600シリーズ 
I/Oレジスタアクセス時のレイテンシの考え方 

要旨 

本アプリケーションノートは、RX600シリーズ CPUが I/Oレジスタへアクセスした場合のアクセスサイク
ル数 (レイテンシ) を求める際の参考資料として、考え方のポイントとなる項目を纏めたものです。 
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1. 概要 

 RX600シリーズでは、CPUの I/Oレジスタアクセス命令実行から I/Oレジスタへ値が反映されるまでのサ
イクル数 (レイテンシ) は、内部メインバス１のバスサイクル数、分周クロック同期化サイクル数、およ
び内部周辺バスのバスサイクル数によって変化します。 

 本アプリケーションノートは、RX600シリーズで CPUにより I/Oレジスタへアクセスが行われる際のバ
スの動作を説明します。 

 また、本アプリケーションノートでは、I/Oレジスタからの視点で動作を説明します。したがって、CPU
のパイプライン動作とは異なります。 

 
 

2. I/Oレジスタアクセスサイクル数 

I/Oレジスタへアクセスした場合のアクセスサイクル数は、以下の計算式によって表されます (*1)。 

I/Oレジスタアクセスサイクル数 = 内部メインバス 1のバスサイクル数 + 

 分周クロック同期化サイクル数 + 

 内部周辺バス (*2) のバスサイクル数 
 
内部周辺バスサイクル数は、アクセス先の I/Oレジスタによって異なります。 

周辺モジュールクロック (PCLK) や外部バスクロック (BCLK) に同期して動作する内部周辺バスでは、接
続されている周辺機能へアクセスする場合に分周クロック同期化サイクルが追加されます。 

分周クロック同期化サイクル数は、システムクロック (ICLK) と PCLK (または BCLK) の周波数比、バス
アクセスのタイミングによって変わります。そのサイクル数は、0～7*ICLKサイクルとなります。 

レジスタごとの I/Oレジスタアクセスサイクル数は、各製品のハードウェアマニュアルに記載されている
「I/Oレジスタアドレス一覧 (アドレス順)」を参照ください。 

 

【注】 *1 CPUからのレジスタアクセスが、外部メモリへの命令フェッチや、異なるバスマスタ (DMAC, 
DTC) のバスアクセスと競合せずに実行された場合のサイクル数です。 

 *2 内部周辺バスは 6種あり、RX600シリーズの製品によって使用される内部周辺バスや接続される
周辺機器が異なります。バスの仕様については各製品のハードウェアマニュアルに記載されている
「バスの仕様」を参照ください。 
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2.1 内部メインバス 1のバスサイクル数 

内部メインバス 1は CPUが使用するバスで、I/Oレジスタに対するアクセスサイクル数は ICLKで 1クロッ
クです。 

 

2.2 分周クロック同期化サイクル数 

I/Oレジスタは、内部メインバス 1を介して CPUからアクセスされますが、I/Oレジスタはおのおの違う基
準クロックで動作しています。例えば、シリアルコミュニケーションケーションインタフェース (SCI)､コン
ペアマッチタイマ (CMT) などの周辺機能では PCLKが基準クロックとなり、バス (BSC) は BCLKが基準ク
ロックです。一方、データトランスファコントローラ (DTC) や割り込みコントローラ (ICU) では ICLKが
基準クロックです。また、内部メインバス 1は ICLKが基準クロックです。 

RX600シリーズは、異なる周波数の ICLK、PCLK、BCLKを選択できます。PCLKを ICLKよりも遅い周
波数 (またはBCLKを ICLKよりも遅い周波数) に設定した場合、分周クロック同期化サイクルが発生します。
その概念を図 1の分周クロック同期化サイクル概念図に示します。図 1では、例として 

PCLK = ICLK/4 

かつ 

内部周辺バスのバススサイクル数 = 1 PCLK 

の例を示します。 

分周クロック同期化サイクル数=3*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=2*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=1*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=0*ICLK

IOレジスタ
アクセス

ICLK

PCLK

内部メインバス1

実際のIOレジスタアクセスサイクル

ケース１
内部周辺バス

内部メインバス1

実際のIOレジスタアクセスサイクル

ケース2
内部周辺バス

IOレジスタ
アクセス

内部メインバス1

実際のIOレジスタアクセスサイクル

ケース3
内部周辺バス

IOレジスタ
アクセス

内部メインバス1

実際のIOレジスタアクセスサイクル

ケース4
内部周辺バス

IOレジスタ
アクセス

 

図 1 分周クロック同期化サイクル概念図 

 

図 1のケース 1では、CPUにより PCLKの先頭で I/Oレジスタはアクセスされています。このケースでは
「分周クロック同期化サイクル数」は 3*ICLKになります。ケース 4では PCLKの終わりで I/Oレジスタはア
クセスされています。このケースでは「分周クロック同期化サイクル数」は 0*ICLKになります。 

このように、PCLKのどこで CPUから I/Oレジスタへアクセスされるかによって「分周クロック同期化サ
イクル数」は変化します。 

なお、本例では PCLKを基準クロックとする内部周辺バスについて説明しましたが、BCLKを基準クロッ
クとする内部周辺バスにおいても考え方は同様です。 
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表 1に図 1における I/Oレジスタアクセスタイミングと分周クロック同期化サイクル数の関係を示します。 

 
表 1 図 1における I/Oレジスタアクセスタイミングと分周クロック同期化サイクル数の関係 

IOレジスタアクセスタイミング 分周クロック同期化ステート数 

PCLKの先頭 3*ICLK 

PCLKの先頭 + 1*ICLK 2*ICLK 

PCLKの先頭 + 2*ICLK 1*ICLK 

PCLKの最終 0*ICLK 

【注】 本表は PCLK = ICLK/4、かつ内部周辺バスのバススサイクル数 = 1サイクルの例です。 
 
 

2.3 内部周辺バスのバスクロック数 

内部周辺バスクロック数は、各 I/Oレジスタ内部で必要となるアクセスサイクル数であり、周辺機能によ
り異なります。 

この内部周辺バスクロック数は、各製品のハードウェアマニュアルの「I/Oレジスタアドレス一覧 (アドレ
ス順)」に記載されている「アクセスサイクル数」と同義です。 
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3. クロック設定による I/Oレジスタアクセスサイクル数の変化 

周辺バスの基準クロックが PCLKの場合でも BCLKの場合でも I/Oレジスタアクセスサイクル数の考え方
は同様であるため、本アプリケーションノートでは基準クロックが PCLKの周辺バスの I/Oレジスタアクセ
スサイクル数について説明します。 

 
2.2節では PCLK = ICLK/4の例を説明しましたが、ここでは、ICLKと PCLKの設定による I/Oレジスタア
クセスサイクル数について説明します。 

I/Oレジスタアクセスサイクル数は、2節で示した算出式にあるように、内部メインバス 1のバスサイクル
数、分周クロック同期化サイクル数、および内部周辺バスのバスサイクル数の加算値となります。ここで、
内部メインバス 1のバスサイクル数と内部周辺バスのバスサイクル数は固定値であるため、I/Oレジスタアク
セスサイクル数は、分周クロック同期化サイクル数によって変化します。 

分周クロック同期化サイクル数は、CPUによる I/Oレジスタへのアクセスタイミング、ICLKと PCLKとの
分周比によって変化します。 

表 2に ICLK、PCLK設定と分周クロック同期化サイクル数の対応表を示します。 

 
表 2 ICLK、PCLK設定と分周クロック同期化サイクル数の対応表 (ICLK  PCLK) 

ICLK PCLK 意味 分周クロック同期化サイクル数 

EXTAL×1 EXTAL  1 PCLK = ICLK 0 

EXTAL  1 PCLK = ICLK/2 0～1*ICLK EXTAL×2 

EXTAL  2 PCLK = ICLK 0 

EXTAL  1 PCLK = ICLK/4 0～3*ICLK 

EXTAL  2 PCLK = ICLK/2 0～1*ICLK 

EXTAL×4 

EXTAL  4 PCLK = ICLK 0 

EXTAL  1 PCLK = ICLK/8 0～7*ICLK 

EXTAL  2 PCLK = ICLK/4 0～3*ICLK 

EXTAL  4 PCLK = ICLK/2 0～1*ICLK 

EXTAL×8 

EXTAL  8 PCLK = ICLK 0 

【注】 ICLK < PCLKに設定した場合の分周クロック同期化サイクル数は 0*ICLK 
 
以下に PCLK = ICLK設定時、PCLK = ICLK/2設定時、PCLK = ICLK/4設定時、PCLK = ICLK/8設定時の分
周クロック同期化サイクル数について説明します。なお、BCLK = ICLK設定時、BCLK = ICLK/2設定時、BCLK 
= ICLK/4設定時、BCLK = ICLK/8設定時の分周クロック同期化サイクル数についても考え方は同様です。 
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3.1 PCLK = ICLK設定時の分周クロック同期化サイクル数 

図 2に PCLK = ICLKに設定した場合の分周クロック同期化サイクルを示します。 

PCLK = ICLKに設定した場合、分周クロック同期化サイクル数は 0*ICLKになります。分周クロック同期
化サイクルは ICLKと PCLKの周波数が異なる場合に発生します。 

分周クロック同期化
サイクル数=0*ICLK

IOレジスタ
アクセス

ICLK

PCLK

内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタ
アクセスサイクル

 

図 2 PCLK = ICLKに設定した場合の分周クロック同期化サイクル 

 

3.2 PCLK = ICLK/2設定時の分周クロック同期化サイクル数 

図 3に PCLK = ICLK/2に設定した場合の分周クロック同期化サイクルを示します。 

PCLK = ICLK/2に設定した場合、分周クロック同期化サイクル数は 0～1*ICLKになります。 

分周クロック同期化サイクル数=1*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=0*ICLK

IOレジスタ
アクセス

ICLK

PCLK

内部メインバス1

内部周辺バス

内部メインバス1

内部周辺バス

IOレジスタ
アクセス

実際のIOレジスタ
アクセスサイクル

実際のIOレジスタ
アクセスサイクル

 

図 3 PCLK = ICLK/2に設定した場合の分周クロック同期化サイクル 
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3.3 PCLK = ICLK/4設定時の分周クロック同期化サイクル数 

図 4に PCLK = ICLK/4に設定した場合の分周クロック同期化サイクルを示します。 

PCLK = ICLK/4に設定した場合、分周クロック同期化サイクル数は 0～3*ICLKになります。 

分周クロック同期化サイクル数=3*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=2*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=1*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=0*ICLK

IOレジスタ
アクセス

ICLK

PCLK

内部メインバス1

実際のIOレジスタアクセスサイクル内部周辺バス

内部メインバス1

実際のIOレジスタアクセスサイクル内部周辺バス

IOレジスタ
アクセス

内部メインバス1

実際のIOレジスタアクセスサイクル内部周辺バス

IOレジスタ
アクセス

内部メインバス1

実際のIOレジスタアクセスサイクル内部周辺バス

IOレジスタ
アクセス

 

図 4 PCLK = ICLK/4に設定した場合の分周クロック同期化サイクル 
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3.4 PCLK = ICLK/8設定時の分周クロック同期化サイクル数 

図 5に PCLK = ICLK/8に設定した場合の分周クロック同期化サイクルを示します。 

PCLK = ICLK/8に設定した場合、分周クロック同期化サイクル数は 0～7*ICLKになります。 

分周クロック同期化サイクル数=7*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=6*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=5*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=4*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=3*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=2*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=1*ICLK

分周クロック同期化サイクル数=0*ICLK

IOレジスタ
アクセス

ICLK

PCLK

内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタアクセスサイクル

IOレジスタ
アクセス内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタアクセスサイクル

IOレジスタ
アクセス内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタアクセスサイクル

IOレジスタ
アクセス

内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタアクセスサイクル

IOレジスタ
アクセス内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタアクセスサイクル

IOレジスタ
アクセス内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタアクセスサイクル

IOレジスタ
アクセス内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタアクセスサイクル

IOレジスタ
アクセス内部メインバス1

内部周辺バス 実際のIOレジスタアクセスサイクル

 

図 5 PCLK = ICLK/8に設定した場合の分周クロック同期化サイクル 
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4. 参考ドキュメント 

 ハードウェアマニュアル 
RX610グループ ハードウェアマニュアル (RJJ09B0488) 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 

 
 ユーザーズマニュアル 

RX62Nグループ、RX621グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 (R01UH0033JJ) 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 

 
 

ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 

 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
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改訂記録 

改訂内容 

Rev. 発行日 ページ ポイント 

1.00 2010.12.17 — 初版発行 

    
    
    
    
    
    
    
    

 



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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